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かながわの律令世界 

−国府・郡家・集落遺跡からわかること− 

 
はじめに 

 神奈川県内では、旧⽯器時代から近代までの遺跡が 8,000 件以上周知されている。このう
ち本発表では律令による社会体制が築かれた時代、歴史的には⾶⿃時代から平安時代にかけ
ての神奈川県について、代表的な遺跡から読み解いていく。 
 
第１章 豪族の世界からの転換 

l 神奈川県内の大豪族（首長） 

師 ⻑ 国 造
しながのくにのみやつこ

（⻄湘地域）・相 武 国 造
さがむのくにのみやつこ

（相模川流域）・鎌倉別
わけ

（鎌倉〜三浦半島） 
 ⇨ 後の「相模国」 
武蔵国造（川崎・横浜） ⇨ 後の「武蔵国」南部 

 
l 首長の墓 

 ・登尾⼭
と う の や ま

古墳（伊勢原市三ノ宮
さ ん の み や

） 
   ⽯室から⾦銅製⾺具・装飾⼤⼑・有蓋脚付銅鋺

ゆうがいきゃくつきどうわん

・五獣形鏡
ごじゅうけいきょう

が出⼟したほか、 
周辺から⼈形埴輪の破⽚が出⼟ 

 ・埒免
らちめん

古墳（伊勢原市三ノ宮） 
   ⾦銅製⾺具・装飾⼤⼑などが出⼟ 
 ・三ノ宮の特殊性 
  ⾺具・装飾⼤⼑が集中/銅鋺や環頭⼤⼑柄頭

かんとうたちつかがしら

が出⼟/後期古墳が集中（100 基以上） 
   ⇨ 装飾性の⾼い華美な副葬品が多数出⼟しており、⾸⻑

しゅちょう

クラスの墓と想定 
     三ノ宮周辺は相武国造の墓域と想定され、同国造の中心的な地域として評価 

 
第２章 華ひらく律令の世界 

l 律令の整備と行政体制の構築 

 豪族が⼒を有する体制から天皇中⼼の中央集権国家体制を築く体制を⽬指す 
  ・皇極天皇五（645）年 中⼤兄皇⼦・中⾂鎌⾜らによる⼄⺒

い っ し

の変（蘇我
そ が

宗家滅亡） 
  ・改新の詔：①公地公⺠制の導⼊ 
        ②地⽅制度の整備 
        ③⼾籍・計帳の作成と班⽥収授法

はんでんしゅうじゅのほう

の制定 
        ④税制改⾰（庸

よう

・調
ちょう

などの整備） 
  ・孝徳〜天智朝にかけて国家体制が整備（天智朝の「近江令

おうみりょう

」） 
   地⽅⽀配体系の変遷 

国-評-五⼗⼾（649~664 年）→国-評-⾥（683 頃~701 年）→国-郡-⾥（701~717年） 
→国-郡-郷-⾥（717~740 年）→国-郡-郷（740 年~） 
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!（公財）鹿嶋市文化スポーツ振興事業団2022「支
配体制変化の模式図」『藤原鎌足ー名をあげた藤原
の祖 中臣鎌足ー』,25頁より転載）
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『日本書紀』天武天皇 12(683)年 十二月丙寅条
「遣一諸王五位伊勢王、大錦下羽田公八国、小錦下多臣品治、小錦下中臣連大嶋、
井判官、録史、工匠者等一、巡二行天下一、而限二分諸國之境堺一。然是年 、不レ堪
二限分一。」

Rv%&U=,q',ü3%&U=qò
\ß®$©™´ >?>>|Ä¶¨≠ÆØ∞ß®±≤≥d¥7òµöõ∞∂≤Ö•¶∑∏_



! †"!

men3~�
「国司の長官を守（かみ）と表記するが、守は管内の祠社、戸口、簿帳、百姓を字養
し、農桑を勧め課せ、所部を糺察すること、貢挙・孝義・田宅・良賤・訴訟・租調・
倉廩・徭役・兵士・器仗・鼓吹・郵駅・伝馬・烽候・城牧、公私の馬牛、闌遺の雑
物および寺・僧尼の名籍のことを掌るが、特に陸奥・出羽・越後等の国は、それ以
外に饗給・征討・斥候を掌り、壱岐・対馬・日向・薩摩・大隅等の国は別に鎮捍・
防守および蕃客の帰化を掌る。また三関国（伊勢・美濃・越前）は関刹および関契
のことを掌る。」（"こくし【国司】", 国史大辞典, JapanKnowledge, https://japanknowledge-com.hawking1.
agulin. aoyama.ac.jp , (参照 2024-02-27)）

Rv%°¢£={|§•
\Üáàâ%&'() >?>A|êëíìîïñóòôöõú

ùû7ü†êô°¢ ú£b§Ö•¶ma_

¶ ß,-7®©1™´¨≠={|§•
\ß®$%&'() @rππ|ß®$}~89:∫ªÅÇÉ

ÑºãÖ•¶ma_

Rv%&VWÆØ∞
\ß®$©™´ >?@π|Ωæø¿¡Ü¬≤√ôÜƒf≈∆ô«»≤Ö•¶∑∏

#… ÀwÃÕŒ œ –—“”Œ hi_



! ±"!

mnpeo(ÄhÅÇÉ)ÇÑ 799É3ÖÜgáàÔâ ∫∫9äãlMåç
mÄ(np$)Ñ/0hM(é#$6q@èê$Mëqgíì3îïl
meo&—Äñó6ÄhMÄògôq3öõúl
meùûü

*%=;0-5D2

†Õ°ô53I¢geo3≥’°ôl
m£§£,/0•/CEÀ
|e¶

%&$%P(

}Ôeo3ß®©™ |´
(.

}Ô¨´©™ |≠n
Q 0 !

}ÔÆØr∞©™
|óH}m|>¶}ÔóH>3>ÿ3±™?@ABCEÀ6†≤?@C
m≥¥45Mƒ\Cµ∂∑,3ó∏¢£geoπ3∫ª±l
mºΩmìæø¿4¡3|}g¬√µƒÿ

0 1 (

3|}—≈“∫ª±l
∆

%&74≤≥_ç¥µr.Y∂%=mn'ü∑=\]

! ()
1 " 2

=Tù

m>ÿg>∞
R 2 #

lÔá.3>sï3EÀ

BCDEF=(),-∏π∞



  
- 6 - 

  ・郡家遺跡の調査からわかること 
   【郡家の施設構成について】 

郡庁・曹司（実務官衙）・郡司館
ぐんじのたち

・正倉院・厨・⼯房・駅家・郡津
ぐんのつ

 
【周辺施設との関係】 
郡寺
ぐんでら

（郡家周辺寺院）・祭祀遺跡などのあり⽅、郡家との関係 
     ⇨ 地⽅官衙が果たした、儀礼・財政・宗教・⽂書⾏政・給⾷・⼿⼯業・交通 

などの諸機能を担った諸施設の集合体 
  ・郡家の構成 
   郡庁

ぐんちょう

（正殿
せいでん

・脇殿
わきでん

・「庭」広場・⾨・区画施設）・曹司（官舎・実務官衙）・郡司館・ 
正倉院・厨家・⼯房（製鉄・鍛冶・窯業

ようぎょう

・紡織
ぼうしょく

などの⽣産遺跡）・駅家・郡津・郡寺・ 
祭祀遺跡・交通路・郡家別院

ぐ う け べ つ い ん

（郡家の出先施設） 
  ・郡家遺跡で出⼟する重要遺物 
   【墨書⼟器】施設に関するもの、官職が記載されたもの、祭祀に関するものなど 
   【⽡】官衙あるいは附属寺院に葺かれた⽡ ⇨ 施設の屋根景観を復元できる 
   【⽂字資料】⽊簡・漆紙⽂書など ⇨ 当時を直接的に知り⼿がかりになる 
   【その他】施釉陶磁器（灰釉陶器

か い ゆ う と う き

・緑釉陶器
りょくゆうとうき

・⻘磁・⽩磁）・⾦属器など 
  ・郡家の機能 

□ 儀礼  政務・儀礼・饗宴
きょうえん

（「庭」での儀礼・儀式） 
□ 財政  徴税・収蔵（正倉院への稲穀の収蔵） 
□ 宗教  仏教寺院、神祗

じ ん ぎ

祭祀（律令祭祀） 
□ ⽂書⾏政 ⽊簡・漆紙⽂書・墨書⼟器・⽂字⽡などの出⼟⽂字資料 
□ 給⾷  郡家厨（厨院） 
□ ⼿⼯業⽣産 窯業・製鉄・鍛冶・漆・紡織など 
□ 交通  陸上交通（駅路

え き ろ

・伝路
で ん ろ

・駅家・伝⾺
て ん ま

） 
⽔上交通（郡家津・運河） 

  ・郡家の役⼈：郡司（四等官：⼤領
だいりょう

・少領
しょうりょう

・主政
しゅせい

・主帳
しゅちょう

）のほか、郡雑任
ぞうにん

（書⽣
しょせい

・ 
案
あん

主
じゅ

・鎰取
かぎとり

・税⻑・徴税丁。調⻑・服⻑・庸⻑・庸⽶⻑・駆使
く し

・厨⻑・ 
器作・造紙丁・採松丁・炭焼丁・採藁丁・マグサ丁・駅伝使舗設丁・ 
伝⾺⻑） 

 
◎ 発掘されたかながわの郡家遺跡 

   ・神奈川県で発⾒されている郡家遺跡は４箇所 
l 相模国高座郡家跡（茅ヶ崎市下寺尾官衙

か ん が

遺跡群）※国指定史跡 

   ・郡庁、館・厨家、正倉、郡家津、郡寺が発⾒される 
   ・郡庁と館・厨家、正倉の⼀部は現茅ケ崎北陵⾼校のグラウンドで発⾒ 
   ・郡家津は⻄側を南北に流れる⼩出川の旧河道で発⾒ 
    ⇨ ⼈⾯墨書⼟器や⽊製品の⼈形など祭祀具

さ い し ぐ

が出⼟（祓
はら

えの儀式で使⽤） 
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l 集落の造営 

  ・もっとも普遍的に出⼟する遺跡は「集落」遺跡 
   ⇨ 集落は当時の⼈の⽣活を知る上で重要な⼿掛かり 
  ・竪⽳建物跡が主体的に出⼟し、部分的に掘⽴柱建物跡や倉庫建物跡などを伴う 
   ⇨ ⼤規模な集落が点的に存在し、こうした遺跡は郡・郷の中⼼的な集落と理解 
   ⇨ 数軒程度の⼩規模な集落も存在する 
   ⇨ 国府周辺には「国府のマチ」を表現されるような居住空間が広がっていた 
   ⇨ 郡家周辺にも竪⽳建物跡の集中する⼤規模集落が存在していることが多く、郡（評） 

家が造営される７世紀後葉〜８世紀初頭に集落が造営される事例も多い 
 → 郡家の造営集落 

   ⇨ 地域によって⽣業が異なるため、遺跡の⽴地によって出⼟する遺物が異なる場合 
がある（海に近接している場合、製塩⼟器や漁労関係の遺物が多い等）が、概ね 
⼟師器
は じ き

・須恵器
す え き

が出⼟するという点は共通しており、⼤きな差異は⾒られないこ 
とが多い 

   ⇨ ⼤規模に造営される集落には、官⼈を想起させる遺物が出⼟することが多い 
     （帯⾦具

お び か な ぐ

・墨書⼟器など 例：海⽼名市本郷
ほんごう

遺跡出⼟の「⾼座官
たかくらのかん

」墨書⼟器） 

 横浜市勝田原遺跡で出土した竪穴建物跡 
（横浜市埋蔵⽂化財センター1990『港北ニュータウン全遺跡調査概要』より転載） 
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第３章 律令の終わり 

l 律令の終焉 

 ・９世紀〜10世紀の関東 → 騒乱の記録が散⾒される 
□ 天慶

てんぎょう

の乱（平将⾨の乱） 
□ 昌泰

しょうたい

２（899）年９⽉ 19⽇付けの官符にみえる騒動（僦⾺
しゅうば

の党） 
 ⾺を⽤いて武装した運送業者たち（僦⾺の党）が富豪となる⼀⽅、群盗ともなっ 

て東⼭道・東海道を股にかけ暴れ回っていたことが上野国から伝えられている。 
群盗は「富豪の輩

ふごうのともがら

」とも呼ばれ、広⼤な⼟地や⽜⾺を持つ地元の有⼒者や私出挙
し す い こ

 
（私的な稲の貸付）などで巨利を得た者たちであった。このように、律令のきま 
りに縛られない者も現われ、律令は守られなくなり、税の収税もままならなくな 
っていくことが⽂献資料からわかる。 

 
l 兵の時代へ 

  ・荘園
しょうえん

の群⽴ 
・国司の受領

ずりょう

化 
   ⇨ 律令の規定に縛られない⼈・⼟地が群⽴することによって収拾がつかなくなる 

※ NHK⼤河ドラマ「光る君へ」の時代は 10世紀後半から 11世紀初め 
 ⇨ その頃の関東はまさに律令の規定とはかけ離れた時代になっていた 

 
l 考古学からはよくわからない時代へ 

  ・10世紀後半以降、遺跡数は極端に減少 ⇨ 居住形態の変化等が関係 
 
終章 おわりに 

 本⽇の内容は、丹念な発掘調査の結果によって判明したものです。遺跡は「埋蔵⽂化財
ま い ぞ う ぶ ん か ざ い

」
といい、「国⺠共有の財産」という位置付けになっています。遺跡は開発などで⼀度壊され
てしまうと、もう元に戻すことができません。道路や住宅を作る前段で発掘調査が⾏われ、
「記録保存（後世まで残す⽅がよいが、どうしても開発⾏為を⾏わなければならない時に、
遺跡の情報を記録して保存するという選択肢が取られます）」が⾏われます。そうした中で
遺跡はなくなってしまうことが多いですが、記録が取られないで遺跡が消滅してしまった事
例も、⾼度経済成⻑期などでは多くありました。 
 遺跡の情報が残されないということは、地域の歴史が失われてしまうということです。⾃
分たちの暮らす地域の遺跡について知っていただき、所在する遺跡を守っていくことで、今
⽇お話した古代社会の情景はもとより、さまざまな時代の⼈の営みがわかるようになります。
引き続き⽂化財に興味を持っていただくとともに、神奈川県や各市町村で⾏っております⽂
化財の保存についてご理解とご協⼒を賜れましたら幸いです。 
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